












平成３０年度１１月補正予算（案）補足資料

〔事務事業名〕 幼稚園空調設備整備事業

１ 事業の趣旨

  今年の猛暑を受け、園児の健康と安全を守るため、国の補正予算を活用し、園児用

の空調設備が設置されていない市立幼稚園の遊戯室等に空調設備を整備するもの。

２ 事業内容

整備スケジュール 

    平成３０年度 実施設計・整備（～３１年度）  

    平成３１年度 夏から使用開始 

３ 事業費

（１）歳出額                 ７２，０００千円

（２）財源内訳

   ・国庫支出金（補助率１／３）      ２４，０００千円 

   ・地方債                ４８，０００千円     

担当課名
岡山っ子育成局 保育・幼児教育部

幼保運営課

担当者名 課長 疋田 洋一

電  話
内線 ４７１０

直通 ８０３－１２２６

７



平成３０年度１１月補正予算（案）補足資料

〔事務事業名〕 学校空調設備整備事業

１ 事業の趣旨

  今年の猛暑を受け、学校施設における児童生徒の健康と安全を守るため、国補正

予算を活用し、小・中学校の普通教室に空調設備を整備するもの。

２ 事業内容

（１） 小学校整備スケジュール 

    平成３０年度 実施設計（～３１年度） ※１１月補正予算分 

    平成３１年度 整備工事 

    平成３２年度 夏から使用開始 

（２） 中学校整備スケジュール 

    平成３０年度 実施設計        ※当初予算分 

    平成３０年度 整備工事（～３１年度） ※１１月補正予算分 

    平成３１年度 夏から使用開始 

３ 事業費     

（１）歳出額                ２，０１４，５００千円

   ・小学校                １２１，５００千円 

   ・中学校              １，８９３，０００千円 

（２）財源内訳

   ・国庫支出金（補助率１／３）      ３６０，８００千円

   ・地方債              １，６５３，７００千円 

担当課名
教育委員会事務局教育総務部

教育企画総務課

教育委員会事務局教育総務部

学校施設課

担当者名 課長 村田 守 課長 板野 正博

電  話
内線 ３８１０

直通 ８０３－１５７１

内線 ３８０７

直通 ８０３－１５５６

８



学校園の空調設備の整備について 

今夏の「命に危険を及ぼすほどの暑さ」による影響を真摯に受け止め、児童生徒の命と

学習環境を守るための緊急対策として、可能な限り早期に学校園への空調設備の導入を目

指します。 

１ 整備範囲  

(1) 幼稚園：遊戯室等 48 園 48 室

⇒ 速やかに事業に着手し、2019 年夏の使用開始を目指す。 

(2) 小学校：普通教室 91 校 1,700 室

⇒ 速やかに事業に着手し、2020 年夏の使用開始を目指す。 

(3) 中学校：普通教室 35 校 650 室

⇒ 工事着手を 1年前倒しし、2019 年夏の使用開始を目指す。 

２ 整備スケジュール  

３ 11 月補正事業費  

(1) 幼稚園：整備工事   72,000 千円

(2) 小学校：実施設計   121,500 千円 

(3) 中学校：整備工事  1,893,000 千円 

４ 財源内訳  

国の補正予算による臨時特例交付金制度を活用

・国庫補助金(補助率 1/3)  384,800 千円 

・地方債         1,701,700 千円 

５ 整備手法  

早期に全室への整備を完了するため、直接施工による事業推進を図る。 

９ 
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平成３０年度１１月補正予算（案）補足資料

〔事務事業名〕 岡山芸術創造劇場（仮称）の整備

１ 事業の趣旨

岡山市民会館及び岡山市立市民文化ホールは、築後数十年が経過し、建物設備の

老朽化、バリアフリー化未対応、耐震化の未実施などの課題を抱えています。両施

設とも、市民にとって必要不可欠な施設であることから、現在、将来に亘って市民

のニーズに応えることのできる「岡山芸術創造劇場（仮称）」の整備に向けた検討

を進めております。 

新劇場の整備により、本市の文化力の向上を図るとともに、中心市街地の活性化、

回遊性の向上など、まちの魅力アップや新たな賑わいの創出につなげます。

２ 事業内容

岡山市表町三丁目千日前地区に整備する「岡山芸術創造劇場（仮称）」部分の保

留床取得費（土地関係費） 

３ 事業費

（１）歳出額            ２，９７０，７３９千円

（２）財源内訳

・地方債           ２，６７３，６００千円

・一般財源            ２９７，１３９千円 

担当課名
市民生活局スポーツ文化部

文化振興課

担当者名 課長 佐藤 隆司

電  話
内線 ３７４０

直通 ８０３－１０５４

１０



平成３０年度１１月補正予算（案）補足資料

〔事務事業名〕 可搬式ポンプ貸与事業

１ 事業の趣旨

 平成３０年７月豪雨災害時に市内において甚大な浸水被害が発生したことより、自

助・共助による地域の防災力を高めるため、町内会等に可搬式ポンプの貸与を行い、

浸水常襲地区の浸水被害軽減を図るもの。 

２ 事業内容

 出水期前に、各区役所へ２台ずつ(計８台)可搬式ポンプを配備することで、希望が

あった町内会等に早急に貸与することが可能となる。 

平成30年度     単位町内会を対象に可搬式ポンプ貸与事業の周知 

平成31年度 ４月  各区役所へポンプ納品 

５月～ 希望町内会への貸与開始 

３ 事業費

（１）歳出額                 １８，５００千円

（２）財源内訳

   ・一般財源               １８，５００千円 

担当課名
下水道河川局 下水道経営部

下水道河川計画課 河川防災室

担当者名 河川防災担当課長 瀬島和憲

電  話
内線 4980 
直通 803-1434 

１１



緊急時内水排除用可搬式ポンプ町内会等貸与事業

内水排除用可搬式ポンプを町内会等に無償貸与するもの。

事業概要

過去に床下浸水以上の浸水被害履歴があること。
適切な排水先が確保できているなど設置が可能であること。
水防活動体制が整っており、適切な運転管理が可能であること。

貸与要件

写真：可搬式エンジンポンプ
口径：φ150mm
吐出量：3.3m3/min

平成３１年度の出水期前に無償貸与できるよう、可搬式ポンプ購入費を１１月補正予算で計上するもの。
補正予算額 １８，５００千円 （８台分）
事業周知も兼ねて、各区２台計８台を備蓄

補正理由・予算額

町内会等との連携により、浸水被害の軽減を図る。
市民の自助・共助の推進により、地域防災力の向上を図る。

事業目的

１２月上旬：要望受付⇒１～２月：設置場所等状況確認⇒３月：貸与先決定⇒５月下旬～６月：貸与開始

今後のスケジュール

1
2



ポンプ比較

ポンプユニット（各区配備） 可搬式ポンプ（無償貸与） リースポンプ（業者委託）

口　　径 φ２００ φ１５０ φ２００

排水能力 ５　m3/分 ３．３　m3/分 ５　m3/分

排水実施者 市（職員又は委託業者）
連合町内会又は
単位町内会

市（委託業者）

配備時期 浸水発生後
浸水発生前
浸水発生後

浸水発生前

適用範囲
浸水が予想される常襲地区で大
規模な浸水に対応

突発的に発生する浸水被害に
対応

浸水が予想される常襲地区で小
規模な浸水に対応

1
3



平成３０年度１１月補正予算（案）補足資料

〔事務事業名〕 取り残しのない被災者生活再建支援

１ 事業の趣旨

  ７月豪雨災害の被災者支援施策の一環として、７月豪雨災害でり災証明を交付し

た被災者（床上・床下浸水及び土砂等）世帯を対象に、各種支援施策についての文

書発送や直接訪問を行うなど、生活再建支援制度の活用につながるよう申請勧奨を

行う。 

２ 事業内容

（１）対象者

    市がり災証明を交付（床上浸水及び床下浸水及び土砂等）した全世帯

（２）実施内容及び実施予定時期

①申請勧奨文書の発送     １２月中旬 

②未申請世帯に対し訪問勧奨   １月中旬

３ 事業費

（１）歳出額           ３，０００千円

（２）財源内訳     

・一般財源         ３，０００千円 

１４

担当課名 危機管理室

担当者名 課長 三谷 史孝

電  話
内線 ５８５０

直通 ８０３－１０８２


